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  今年も、早くも半分を過ぎようとしています。この度、JR 成田駅東口第二種市街地再開発事業が完了

し、工事期間中は近隣住民の方をはじめ、駅の利用者の方々にはご不便をおかけいたしました。 

この再開発事業は平成２２年に事業を開始し、平成２６年度には再開発ビル A 棟（スカイタウン成田）

及び B 棟（千葉交通駅前ビル）が完了しました。そして平成２７年度には駅前広場が完了を迎え、全て

の工事が完了しました。これも地権者をはじめとする関係者の皆様のご理解とご協力を得られたことに

よるものです。心より感謝申し上げます。 

今後はこの駅前地区を中心に、市街地の更新をはじめ、駅前地区が活性化していくよう検討して参り

ます。 

 

① JR 成田駅東口第二種市街地再開発事業の完了について 

再開発事業の仕上げである駅前広場工事が平成２８年３月に竣工を迎え、JR 成田駅東口第二種市街地

再開発事業が完了しました。この事業が完了したことで、駅前広場の面積はこれまでの２倍以上となる

約６８００㎡へと広がり、ゆとりのある利用しやすい駅前広場となりました。既に竣工している再開発

ビルへの集客も望め、今後さらに魅力ある駅前空間と、さらなる賑わいのある街を創出することが期待

されております。 
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② JR 成田駅東口駅前広場について 

 

JR 成田駅東口第二種市街地再開発事業の目的は「国際都市成田の玄関口」としての「おもてなし」と「に

ぎわい」の創出であり、駅前広場の整備についてもこの目的を踏まえ、成田山新勝寺の最寄り駅であると

ともに、国際都市の玄関口としてふさわしい、景観に配慮した空間の形成に加え、表参道並びに京成成田

駅へのスムーズな歩行者動線の確保に配慮しております。 

 広場の構造については、本市の地域特性を考慮し、バスやタクシーを利用して駅にアクセスする交通形

態と、自家用車などにより送迎してもらい電車等の公共交通機関を利用する交通形態に対応した複合型の

ロータリーを設け、利用する車両の混在を解消することとしております。 

 また、歩行者の安全に配慮した歩道、バス待ちのシェルターやベンチ、草花の植栽や多言語表示の案内

板、わかりやすい絵文字を活用した表示板などを設置しました。 

  なお、ロータリー内道路は駐車禁止の規制がありますが、一般車のロータリーの乗降所は５台～７台の

停車が可能ですが、乗降所も駐車規制区域のため、乗降待ちなどの長時間の停車はしないようお願いいた

します。 

 
 

 

駅前広場完成図 

駅前広場写真 



③テナント募集について 

商業業務施設のテナント床につきましては、未だ半数近くが空室となっておりますが、今後も市のホー

ムページにより募集のお知らせをしてまいります。 

詳細は、市街地整備課にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

  

 


